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(57)【要約】
　超音波システムは、カラーフロー画像に示されるサン
プル体積場所において実行されるスペクトルドップライ
ンテロゲーションを用いて、二重カラーフロー及びスペ
クトルドップラ撮像を実行する。前記カラーフロー画像
は、共に位置合わせされたＢモード画像上に重ねられた
カラーボックス内に表示される。カラーボックス位置及
びステアリング角度プロセッサは、空間的ドップラデー
タを分析し、最適なドップラ感度及び精度に対して血管
上のカラーボックス角度及び場所を自動的に設定する。
前記プロセッサは、血流の方向と整列した血流角度補正
カーソルを自動的に設定してもよい。好適な実施例にお
いて、これらの最適化調整は、ユーザが前記血管の長さ
に沿ったドップラ測定に対する点において止めるので、
これらの最適化調整は、自動的に及び連続的に行われる
。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カラーフロー画像から選択された解剖学的場所に対する血流のスペクトルドップラ表示
を生成する超音波診断撮像システムにおいて、
　ビームを送信し、血流が存在する対象の領域からエコー信号を受信する超音波トランス
デューサアレイプローブと、
　ビームが前記プローブにより送信される方向を制御するビームフォーマと、
　前記エコー信号に応答してドップラ信号を生成するドップラプロセッサと、
　前記ドップラ信号に応答してドップラ画像を生成するドップラ画像プロセッサと、
　ドップラ画像が表示されるディスプレイと、
　ドップラ信号に応答してドップラ画像に対するカラーボックス場所を自動的に決定する
カラーボックス位置及びステアリング角度プロセッサと、
を有する超音波診断撮像システム。
【請求項２】
　前記カラーボックス位置及びステアリング角度プロセッサが、前記カラーボックスの角
度を決定することにより前記カラーボックス場所を自動的に決定する、請求項１に記載の
超音波診断撮像システム。
【請求項３】
　前記カラーボックス位置及びステアリング角度プロセッサが、前記カラーボックスの前
記決定された角度と調和するようにドップラステアリング角度ラインの角度を自動的に決
定するように動作可能である、請求項２に記載の超音波診断撮像システム。
【請求項４】
　前記カラーボックス位置及びステアリング角度プロセッサが、前記決定されたドップラ
ステアリング角度ラインと調和するようにドップラビーム送信の角度を制御するように前
記ビームフォーマに結合される、請求項３に記載の超音波診断撮像システム。
【請求項５】
　前記カラーボックス位置及びステアリング角度プロセッサが、超音波画像内の血管の場
所に対する前記カラーボックスの位置を決定することにより前記カラーボックス場所を自
動的に決定する、請求項１に記載の超音波診断撮像システム。
【請求項６】
　前記カラーボックス位置及びステアリング角度プロセッサが、超音波画像内のドップラ
サンプル体積の場所に対する前記カラーボックスの位置を決定することにより前記カラー
ボックス場所を自動的に決定する、請求項１に記載の超音波診断撮像システム。
【請求項７】
　前記カラーボックス位置及びステアリング角度プロセッサが、血流方向カーソルの向き
を自動的に設定するように動作可能であり、
　前記カラーボックスの角度が、前記血流方向カーソルの向きを考慮して設定される、
請求項１に記載の超音波診断撮像システム。
【請求項８】
　前記カラーボックス位置及びステアリング角度プロセッサに応答して超音波画像上のカ
ラーボックスの場所をグラフィカルに描くグラフィックスプロセッサを有する、請求項１
に記載の超音波診断撮像システム。
【請求項９】
　前記グラフィックスプロセッサが、超音波画像上のドップラサンプル体積グラフィック
及びドップラステアリング角度ラインをグラフィカルに描くように動作可能である、請求
項８に記載の超音波診断撮像システム。
【請求項１０】
　前記超音波診断撮像システムが、前記エコー信号に応答してＢモード画像を生成するＢ
モードプロセッサを有し、
　前記ドップラ画像プロセッサが、カラーフロードップラ画像を生成し、
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　前記カラーフロードップラ画像が、前記カラーボックス内で前記Ｂモード画像と空間的
に位置合わせして表示される、
請求項１に記載の超音波診断撮像システム。
【請求項１１】
　前記ドップラ画像プロセッサが、前記カラーボックス内で前記Ｂモード画像と空間的に
位置合わせして表示される前記カラーフロードップラ画像と同時に表示されるスペクトル
ドップラを生成する、請求項１０に記載の超音波診断撮像システム。
【請求項１２】
　前記カラーボックス位置及びステアリング角度プロセッサが、血管からのドップラ信号
に応答して前記血管の血流の質量中心を決定する、請求項１に記載の超音波診断撮像シス
テム。
【請求項１３】
　前記カラーボックス位置及びステアリング角度プロセッサが、前記血管の血流の前記決
定された質量中心について中心に置かれるように前記カラーボックスの位置を配置するよ
うに動作可能である、請求項１２に記載の超音波診断撮像システム。
【請求項１４】
　前記カラーボックス位置及びステアリング角度プロセッサが、血管の局所的又は平均又
は中央血流方向を考慮してカラーボックスの角度を決定するように動作可能である、請求
項１に記載の超音波診断撮像システム。
【請求項１５】
　前記カラーボックス位置及びステアリング角度プロセッサが、血管内の血流の中心線を
決定するように動作可能である、請求項１に記載の超音波診断撮像システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波診断撮像システムに関し、特に、自動ドップラ血流設定（automated 
Doppler flow settings）を持つ超音波システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波撮像システムは、組織撮像に対してＢモードで、血流分析及び撮像に対してドッ
プラモードで動作可能である。典型的なドップラモードは、組織運動及び血流撮像の両方
に対して使用されるパワードップラモード、定性的血流撮像に対するカラーフロードップ
ラ、及び血流定量化に対するスペクトルドップラを含む。ドップラは、一次元（Ｍモード
及びスペクトルドップラ）、二次元撮像、及び三次元撮像において実行されることができ
る。
【０００３】
　現在の診断超音波システムは、患者診断に役立つように最適な画質を達成するためにユ
ーザが操作する複数の取得制御を提供する。血管試験中に、ユーザは、血管を評価及び診
断するのにカラーフロードップラ撮像モードを頻繁に使用する。ユーザは、頻繁に、カラ
ーボックス（color box）位置を関心の血管の中心に置くように操作し、体内の特定の場
所のスペクトルドップラ波形を取得するようにドップラサンプル体積を関心血管サイトに
配置するように操作する。ユーザは、血流方向カーソルを血管の向きと整列させるように
ドップラ角度補正制御をも操作する。米国特許６４６４６３７（Criton他）、ＷＯ９６／
１７５４９（Goujon）、米国特許６０６８５９８（Pan他）、及び米国特許６１７６８３
０（Freiburger）により示されるように血管の血流上の血流角度カーソルの配置を自動化
することが提案されている。Freiburgerは、画像内の最大速度の検出された場所に基づく
ドップラサンプル体積の自動配置、最大検出周波数シフトに基づいてパルス反復周波数（
ＰＲＦ）を設定すること、及びカラーフローデータの振幅に基づいてゲインを自動的に設
定することをも論じている。米国特許６１２６６０５（Washburn他）は、カラーフローデ
ータのサンプリング及びヒストグラムを使用することによりドップラ画像に対する閾値及
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びデータ圧縮を自動的に調整し、米国特許６３２２５０９（Pan他）は、血管の画像デー
タに基づいてドップラサンプル体積位置及びサイズを調整する。ＷＯ０３／１９２２７（
Christopher他）は、スペクトルドップラ及びカラーフロードップラ情報の両方に基づく
スペクトルドップラ及びカラーフロードップラ表示の自動設定を記載している。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　同じ患者の複数の試験に対して一貫した速度測定を得るために、又は異なる患者の測定
結果を比較するために、ユーザは、固定されたドップラ角度を維持することを試み、前記
角度において、ドップラビームは、血流の方向に関連して送信され、このゴールを達成す
るのに２つのアプローチが存在する。１つのアプローチは、画像上で角度補正カーソルを
固定し、血管を角度ラインと整列させるようにトランスデューサをヒール・トウ（heel-t
oe）操作することである。他のアプローチは、固定されたドップラ角度を達成するように
角度補正がユーザにより変更されるたびにビームステアリング角度を調整するフィーチャ
を提供する超音波システムに頼ることである。しかしながら、角度補正は、依然として手
動で行われる。必要なのは、ビームステアリング角度及び画像内の血管の特性に基づいて
ドップラインテロゲーションが実行されるカラーボックスを自動的に調整する超音波シス
テムである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の原理によると、血管セグメンテーション及び血流画像分析を使用してカラーボ
ックス配置、ドップラサンプル体積配置、角度補正及びビームステアリング角度を自動化
する診断超音波システムが記載される。好適な実施例において、この自動化は、ユーザ制
御を調整する必要なしにユーザが血流分析に対する血管内の点を示すたびに実行される。
最適な超音波送信及びビューイングパラメータは、前記ユーザが診断に対して新しい場所
を示すたびに自動的に決定及び設定され、別の方法では新しい関心サイトの選択毎に必要
である時間のかかる面倒な調整を取り除く。繰り返される制御操作からの人間工学関連負
傷は、特に頸動脈及び下肢血管のような長い血管のスキャンにおいて、減少される。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】本発明の原理によって構成された診断超音波システムをブロック図形式で示す。
【図２】図１のカラーボックス位置及びステアリング角度プロセッサの動作を説明するフ
ローチャートである。
【図３ａ】血管の血流画像のセグメンテーション及び分析を示す。
【図３ｂ】血管の血流画像のセグメンテーション及び分析を示す。
【図３ｃ】本発明の原理によるカラーボックスの自動再配置を示す。
【図３ｄ】本発明の原理によるカラーボックスの自動再配置を示す。
【図４】本発明の実施を示す超音波システム表示のシーケンスである。
【図５】本発明の実施を示す超音波システム表示のシーケンスである。
【図６】本発明の実施を示す超音波システム表示のシーケンスである。
【図７】本発明の実施を示す超音波システム表示のシーケンスである。
【図８】本発明の原理による自動血流追跡に対する制御を示す超音波システム表示である
。
【図９】ユーザ介入なしの超音波試験中のサンプル体積の自動追跡、カラーボックス配置
及び角度補正を示す超音波システム表示である。
【図１０】ユーザ介入なしの超音波試験中のサンプル体積の自動追跡、カラーボックス配
置及び角度補正を示す超音波システム表示である。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　図１を最初に参照すると、本発明の原理によって構成された超音波システムが、ブロッ
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ク図形式で示されている。超音波プローブ１０は、体内に超音波を送信し、戻ってくるエ
コー信号を受信するトランスデューサ素子のトランスデューサアレイ１２を含む。送信さ
れた波は、体内の関心領域をインテロゲートするようにビーム又はスキャンラインにおい
て向けられる。一次元アレイは、二次元撮像に対して単一面上にビームを送信するのに使
用されることができ、又はトランスデューサ素子の二次元アレイは、三次元撮像に対して
体の体積領域に対してビームを送信するのに使用されることができる。前記ビームは、以
下に説明されるように、特定の場所における組織又は特定の方向における血流をインテロ
ゲートするように前記プローブにより異なる方向にステアリング及び集束されることがで
きる。送信及び受信に対するビームの制御及び処理は、ビームフォーマコントローラ１６
により提供され、ビームフォーマコントローラ１６は、適切に形成されたビームを送信し
、受信された信号を遅延及びコヒーレントエコー信号への合計によりビーム形成するよう
に、トランスデューサアレイ１２の素子に接続されたビームフォーマ１４を制御する。前
記ビームフォーマは、例えば、所望の画像面上でビームをスキャンし、体の領域内に存在
する血流の速度に対して適切なＰＲＦにおいて血流が評価されるべきである前記画像面の
領域上でビームを繰り返しスキャンするように前記トランスデューサアレイを制御するこ
とができる。
【０００８】
　直交（quadrature）バンドパスフィルタ１８は、前記エコー信号を直交Ｉ及びＱ成分に
処理する。分離した成分は、ドップラインテロゲーションが実行されるべきである点にお
いてドップラ信号の位相又は周波数シフトを推定するのにドップラ角度推定器により使用
される。Ｂモード検出器は、Ｉ及びＱ成分の二乗の和の平方根を取ることにより組織画像
に対してＢモード検出を実行するのにＩ及びＱ成分を使用する。検出されたエコー強度は
、体内の組織の二又は三次元画像を形成するように空間的に処理され、これは、ディスプ
レイプロセッサ３６により表示のために処理され、表示画面５２上に表示される。
【０００９】
　ドップラ角度推定器２０により生成された前記画像面内の場所におけるドップラ周波数
は、これらの場所における血流の速度値に直接的にマッピングされることができる。この
ドップラデータは、前記データを空間的に処理して、速度値が色分けされる二又は三次元
画像フォーマットにするカラーフロープロセッサ３０に結合される。このドップラカラー
マップは、前記色分けにより血流が生じている生体構造内の場所並びに当該血流の速度及
び方向を示すようにディスプレイプロセッサ３６により空間的に対応するＢモード画像上
に重ねられる。前記画像内の当該場所上のサンプル体積の配置により選択された前記画像
内の特定の点からのドップラデータは、時間に対する当該点における血流速度の変化及び
分布のスペクトル表示を生成するスペクトルドップラプロセッサ３２に結合される。前記
スペクトルドップラ表示は、表示画面５２上の前記スペクトルドップラ表示の処理及び表
示のためにディスプレイプロセッサ３６に転送される。
【００１０】
　本発明の原理によると、カラーフロープロセッサ３０からのカラーフローデータ及び、
好ましくは、Ｂモードプロセッサ２４からのＢモードデータは、カラーボックス位置及び
ステアリング角度プロセッサ４０に結合される。前記カラーボックス位置及びステアリン
グ角度プロセッサは、前記カラーボックスを適切に配置すること、ドップラビームのドッ
プラ角度を設定すること、前記画像内で前記サンプル体積を配置すること、及び前記血流
角度カーソルの適切な配置を含む、前記カラーフロー画像のフィーチャ及び設定の自動化
を制御する。前記ドップラ角度の制御に対して、前記カラーボックス位置及びステアリン
グ角度プロセッサは、ドップラビーム方向を制御するようにビームフォーマコントローラ
１６に結合される。前記カラーボックス位置及びステアリング角度プロセッサにより提供
される前記自動化のセットアップ及び制御は、ユーザ制御パネル５０上の制御の設定によ
り提供される。前記カラーボックス及び前記血流角度カーソルの輪郭のような、前記カラ
ーボックス位置及びステアリング角度プロセッサにより制御される機能のグラフィック表
示は、前記超音波画像上にグラフィックスを重ねるようにディスプレイプロセッサ３６に
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結合されたグラフィックスプロセッサ３４により与えられる。
【００１１】
　カラーボックス位置及びステアリング角度プロセッサ４０の動作は、図２のフローチャ
ートにより示される。この処理における第１のステップ１０２は、超音波画像内の血流を
空間的にセグメント化することである。これは、血流が生じない画像の領域を除去する（
masking out）ことにより実行されうる。所定の実施例において、前記カラーフロープロ
セッサからのドップラ画像は、前記画像内の血流場所のみの空間画像を提供しうる。この
ステップは、平均又は中央血流値を生成するように心臓サイクルの一部又は全てにわたっ
て前記血流データを平均することを含みうる。ステップ１０４において、血管がセグメン
ト化され、これらを潅流又は組織運動のような他の運動効果から分離する。ステップ１０
６において、関心の血管が、選択される。関心の血管は、一般に、前記ユーザにより取得
された前記画像の中心に配置される。関心の血管は、セグメント化された血管のサイズ、
血流及びタイプを考慮することにより選択されてもよい。頸動脈試験において、例えば、
頸動脈は、動脈として及び前記画像内の最大血管として識別される。図３ａは、セグメン
ト化され、他の処理のために選択された血管内の血流の実際の超音波血流画像１２０を示
す。
【００１２】
　ステップ１０８において、血管の血流経路の中心が、識別される。速度により層流フィ
ールドの中心を配置するような、前記血流経路の中心をプロットするいくつかの技術が、
既知である。他の技術は、前述のGoujon特許出願に示されるように血管腔にわたって分析
的に線を引くことである。前記線の中心又は交点は、前記血管の中心を規定する。図３ｂ
は、図３ａの血流を示し、前記血流経路の中心が白トレース（white tracing）１２２に
より識別されている。この例は、前記画像の下部において接続する血管の分岐を示す。ス
テップ１１０において、血流重み付け質量中心が、計算される。これは、目標血管内の血
流の空間的寸法を分析し、その中心を見つけることにより行われる。単純なアプローチは
、前記血管の血流の長さ及び幅を測定し、各々の中心を取ることである。重み付け及び統
合のより洗練されたアプローチが、使用されてもよい。
【００１３】
　前記サンプル体積が自動的に設定されるべきであるシステムにおいて、この処理は、次
に、ステップ１１２において、前記計算された質量中心に最も近い血流経路１２２上の点
としてサンプル体積場所を設定する。これは、前記サンプル体積を一般に、前記血管の画
像の中心に、及び血流測定が一般に行われる血管の中心に配置する。ステップ１１４にお
いて、血流角度は、前記サンプル体積場所に局在化された血流ベクトルによって設定され
る。この特許の始めに記載された技術の１つは、血流角度カーソル向きを設定するのに使
用されてもよい。他のアプローチは、中心線１２２が前記サンプル体積の近傍に向けられ
るので、前記中心線に平行に前記血流角度カーソルを設定することである。
【００１４】
　ステップ１１０において以前に計算された前記血流の質量中心を使用して、前記カラー
ボックスは、前記質量中心について中心に置かれるように配置される。前記質量中心が、
前記画像の辺に近すぎる場合、カラーボックス領域の一部は、必要に応じて切り取られて
もよい。前記カラーボックスは、一様な外観のために望ましい場合に高さ又は幅において
リスケールされてもよい。図３ｃ及び３ｄは、超音波画像６０内のカラーボックス７０の
このような再配置を示す。図３ｃにおいて、血流領域７６は、カラーボックス７０の上部
における前記血管内の滑らかな灰色領域である。血流７６の質量中心の計算及びカラーボ
ックス７０の中心への再配置は、図３ｄに示され、前記カラーボックスは、血流７６が前
記カラーボックスの更に中心に置かれるように再配置されている。ステップ１１８におい
て、カラーボックスステアリング角度及びドップラビームの角度は、所望のドップラ角度
を達成するように設定される。例えば、ステップ１１４における血流角度設定が、目標血
流が前記画像内の左上から右下であることを示す場合、前記ステアリング角度は、左上か
ら右下への角度に設定される。このステアリング方向は、前記画像の右上から左下に向け
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られたステアリング角度より近く血流方向に一致し、これは、前記血流方向に対して直交
に近く、したがって、ドップラ血流に対して感受性が低い。表在血管に対する典型的なス
テアリング角度は、±６０°である。ステップ１１８の設定は、この場合、前記ステアリ
ング角度を＋６０°又は－６０°に設定し、どちらも良好なドップラ感度を生じる。カラ
ーボックスステアリング角度のこのような再設定は、図３ｃのカラーボックス角度を図３
ｄの再設定された角度と比較することにより見られる。前記カラーボックスステアリング
角度のこの設定は、前記サンプル体積場所における局所的な血流方向によって、又は前記
血管の表示された長さの一部又は全てに沿った平均又は中央血流角度によって設定されて
もよい。このように再設定されたカラーボックス角度を用いて、前記角度の新しい設定は
、前記カラーボックスに送信された超音波ビームが新しく決定された角度で送信されるよ
うにビームフォーマコントローラ１６に結合される。
【００１５】
　図４－７の画像のシーケンスは、どのようにして上記の超音波システムが動作すること
ができるかの一例を示す。図４は、非最適化ドップラ設定での典型的なカラーフロー／ス
ペクトルドップラ二重画像の超音波システム表示を示す。解剖学的超音波画像６０は、画
面の上部にあり、スペクトルドップラ表示６２は、前記画面の下部にある。ドップライン
テロゲーションは、カラーボックス７０内で行われ、カラーフロー画像は、このボックス
内で表示される。カラーボックス７０の外で、前記画像の残りは、Ｂモードグレイスケー
ルで示される。カラーボックスの使用は、ドップラが実行されるべきである領域を描き、
ドップラアンサンブル取得に対する繰り返されるドップラ送信は、前記カラーボックスの
外で実行されない。前記ドップラ送信を前記カラーボックスのみに制限することは、前記
ボックスの外での繰り返されるラインインテロゲーションに対する必要性を取り除き、し
たがって、前記画像を生成するのに必要とされる送受信サイクルの合計数を制限し、これ
により前記画像を取得するのに必要とされる時間を減少させ、表示のリアルタイムフレー
ムレートを向上させる。前記スペクトルドップラデータに対するドップラビームは、ビー
ム方向線６８に沿って送受信され、前記スペクトルドップラ表示に対して使用されるデー
タは、ビーム方向線上のサンプル体積ＳＶから戻ってくるエコーから取得される。角度補
正に対して使用されるドップラ血流方向カーソル６６は、血管６４の向き（これは血流方
向と平行であるべきである）と整列されておらず、前記ドップラステアリング角度は、最
良のカラー及びスペクトルドップラ感度に対して最適化されていない。この例において、
前記ドップラステアリング角度は０°であり、前記画像において縦であり、トランスデュ
ーサプローブの面に対して垂直である。
【００１６】
　図５は、本発明の自動調整のいくつかがカラーボックス位置及びステアリング角度プロ
セッサ４０により行われた後の超音波システム表示を示す。前記ユーザが、血管６４内の
関心サイト上にドップラサンプル体積ＳＶを配置した後に、プロセッサ４０は、血管６４
の血流をセグメント化し、前記目標血管、カラーボックス７０内の最大血管として血管６
４を容易に識別する（ステップ１０６）。前記血流経路の中心が、識別され（ステップ１
０８）、血流方向カーソル６６の向きが、図５が示すように前記血流方向に平行になるよ
うに設定される（ステップ１１４）。カラーボックス７０の角度及びビーム方向線６８が
、血管６４の向きと６０°の角度を達成するように設定されている（ステップ１１８）こ
とも見られる。新しい設定は、より最適な設定により、より良好なドップラ感度及び精度
を生じる。
【００１７】
　図６は、前記ユーザが、サンプル体積ＳＶを血管６４上の異なる場所に移動したシナリ
オを示す。この自動化されたシステムは、カラーボックス７０内の血管６４の血流の質量
中心を計算する（ステップ１１０）ことにより応答している。カラーボックス７０は、前
記ボックスが前記計算された質量中心に置かれる（ステップ１１６）ように再配置され、
サンプル体積ＳＶは、カラーボックス７０の中心にある。血流角度カーソル６６及びビー
ム方向線６８及びカラーボックス７０の角度は、前記ビーム方向と前記血流方向との間で
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【００１８】
　図７において、前記ユーザは、前記超音波プローブを移動することにより画像ビューを
変更し、サンプル体積ＳＶを血管６４上の異なる血管に再配置している。以前に選択され
た血管６４及びそのビューに基づく計算は、ここで、もはや、新しい関心サイトに適用で
きない。図２のフローチャートの計算は、ここで、新しいビューにおける異なる血管に対
して自動化された調整を適用するために前記異なる血管からの新しいデータを使用して初
期化されなければならない。
【００１９】
　図８は、自動化された血流調整に対するユーザ制御が、前記表示画面上のソフトキーと
して実装され、制御パネル５０上のマウス又はトラックボール制御により選択及び作動さ
れる本発明の実施例を示す。ボタン８２、AutoFlow On/Offボタンは、血流自動化をオン
又はオフにするように作動される。このボタンをクリックすることは、前記自動化された
システムを（オンであれば）オフ又は（オフであれば）オンに切り替える。AutoFlow Res
etボタン８４は、前記ユーザが不満である場合に自動化結果を再設定する。このボタンを
作動することは、プロセッサ４０による全ての以前の計算をキャンセルし、新たに開始す
る。AutoFlow Configボタン８６は、前記ユーザが、いずれの自動調整フィーチャを使用
することを望むかを選択することができるメニュー（図示されない）を開く。前記ユーザ
は、前記システムが、例えば、前記カラーボックス並びに前記カラーボックス及びビーム
方向の角度を自動的に再配置することを望んでもよいが、手動でサンプル体積カーソルＳ
Ｖを配置し、前記血流方向カーソルの向きを設定することを望む。この場合、プロセッサ
４０は、前記カラーボックス及びビーム方向ステアリング角度を計算又は設定するのに手
動で設定された血流方向カーソルの向きを使用することができ、又は計算された平均又は
中央血流角度を使用することができる。AutoFlow SV Trackボタン８８の作動は、前記サ
ンプル体積が再配置されるので前記システムに前記サンプル体積を動的に追跡させ、以下
に記載されるように自動化された血流調整を連続的に行う。
【００２０】
　図９は、前記ユーザが、ちょうど血管６４内の場所８０においてドップラ測定を行い、
前記血管のセクションに沿った異なる点において一連の測定を行うことを望むシナリオを
示す。従来のシステムにおいて、各新しい測定に対して前記ドップラ取得設定に対する調
整が行われなければならず、前記超音波システムの制御を用いて手動調整を連続的に行う
ことを前記ユーザに要求する。この図において、前記ユーザは、場所８０における測定を
終え、サンプル体積ＳＶを前記血管内の他の場所にまで左に移動している。前記ユーザが
、左の前記新しい測定場所において停止するように前記サンプル体積の運動を止める、又
は前記新しい場所をクリックする場合、前記超音波システムは、前記ユーザが前記AutoFl
ow Configボタンで選択した前記自動化された設定調整の全てを直ちに行う。その結果は
、図１０により示され、前記システムは、前記新しいサンプル体積場所を中心とするよう
に前記カラーボックスを自動的に再配置し、カラーボックス７０及びスペクトルビーム方
向線６８のドップラ角度を自動的に調整し、血流方向カーソル６６の角度を自動的に設定
する。前記システムは、前記新しいサンプル体積場所において最適な条件下でスペクトル
ドップラデータを直ちに取得することができる。試験は、このように続くことができる。
前記ユーザがサンプル体積カーソルを血管上の新しい場所に移動し、そこで止める、又は
前記新しい場所をクリックするたびに、前記システムは、最適なデータ取得のために前記
ドップラ取得制御を自動的に再設定する。前記ユーザは、前記ドップラ制御設定のいずれ
かを手動で再調整する必要なしに前記血管の連続的な長さに沿って測定を行うことができ
、前記試験の実施を速め、ソノグラファの快適さ及び利便性を向上させる。
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